













申請先学部  理学部 採択番号 No.1  
２０１９年度大阪大学未来基金【住野勇財団】学部学生による自主研究奨励事業研究成果報告書  
ふ り が な 


















  年 
 
  年 
アドバイザー教員 
氏名 長谷部政治先生 所属 
大阪大学理学研究科 
 

















































何t る前、 - ）触角を切 3 した。
様式６ 
申請先学部  理学部 採択番号 No.1  
いて７日間絶食した。実験は透明なプラスチックの円筒形のケース(普段飼育に使用しているケ















3. 行動実験 2 
行動実験 1 とは異なる条件で実験を行った。行動実験 2 を行うにあたり、いくつかの予備実験
を行い、行動実験１において予備実験と異なる結果になった原因として、実験を行う時間、実験
を行うときの明るさについて検証した。予備実験において、強光ではない条件で、かつ実験に使




実験 1 と異なる点は、OR 群の触角切除は羽化後日目に行った点、実験実施 1 日前からケース
に入れておきそのケースで実験を行った点、16 時から 19 時の間に実験を行った点である。 
3.2. 結果 
結果を積み上げ棒グラフで示す(図 3)。WT、OR は到達率 0%、ORL は到達率 18%であった。 
3.3. 考察 
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化前に(成虫になる前に)触角を切除した個体(ORL)、の３群を用意した。OR は羽化後 13 日目
に触角を切除した。また、RNA の抽出は羽化後 23 日目、行動実験の後、12 時から 13 時の間
に行った。(各 n=6) 
4.1.1. RNA の抽出と逆転写 
Opsin の mRNA はホソヘリカメムシの頭部から抽出した。mRNA の抽出には FastGene 
RNA Basic Kit(50 回分) FG-80050 (Nippon Genetics Co.,Ltd , Tokyo , Japan)を使用し、抽
出の手順はキットのスタンダードプロトコルに準拠した。ただし遠心の時間のみ、プロトコ
ルには 30s とあるものを全て 60s に変更した。 
逆転写には PrimeScript RNA PCR Kit 50 回 RR014A (Takara Bio Inc., Shiga, Japan)
を使用した。Primer には Oligo dT Primer を選択した。逆転写プログラム終了後、qRT-PCR




Opsin、β-tublin それぞれについて、Roche FastStart Universal SYBR Green Master 
(ROX) 500μℓ,Forward 6μM primer 50μℓ,Reverse 6μM primer 50μℓ,滅菌 MilliQ 水 300μ
ℓを混合した Mixture を調製した。この Mixture を 18μℓ、Standard サンプル又はホソヘリ
カメムシの cDNA サンプル(10 倍希釈)を 2μℓずつ各ウェルに分注した。 
PCR は 95℃ 10min の後、95℃ 15sec,60℃ 1min のサイクルを 40 サイクル繰り返した。
その後、95℃ 15sec,60℃ 30sec,95℃ 15sec で反応を行った。 
Standard サンプルの Ct 値から検量線を描き、各遺伝子の相対発現量を求めた。Opsin の
発現量を Reference 遺伝子のβ-tublin の発現量に対して比較し、Opsin の発現量が増加した
かどうかを調べた。 
図１ 実験の様子 図 2 行動実験 1 
15 分以内到達率 
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4.2. 結果 
結果を箱ひげ図で示す。縦軸は Opsin の発現量(相対値)をβ-tublin の発現量(相対値)で割っ
た値である(図 3)。ORL 群の Rp-LW Opsin 1 は、WT 群・OR 群よりも有意に高く発現してい
た(WT: p<0.05 ,OR: p<0.01)。ORL 群の Rp-LW Opsin 2 は WT 群・OR 群よりも高く発現して




ORL 群では WT 群と比較して、長波長の Opsin の発現量が増加していたことから、ホソヘ
リカメムシは触角を失ったときに光受容体の発現量を増加させることによって感覚受容を補償
していると考えられる。また、ORL 群では OR 群と比較しても、長波長の Rp-LW Opsin 1, 2
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